






２．実験方法

①砂浜の測量

調査する場所を決め、赤白
ポールと２ｍ定規、水平器を
用いて垂直方向・水平方向の
長さの変化を測り記録する。

定期的に同じ場所を測量し、
変化を考察する。

②昆虫の採取

ザルを用いて海岸付近の砂をふ
るい、残った生物を採取する。

③漂着物
砂浜に落ちているものを拾い、
種の同定や拾った場所の記録な
どを行う。







５．気象庁の沿岸波浪図による考察

8/28 21:00 8/29 9:00 8/29 21:00 8/30 9:00

新宮海岸に高い波が来ていた8/29の9:00～21:00に
関しては引き潮気味の時間帯だったため、砂浜の上
部に関してはあまり影響がなかったと考えられる。



６．結果 ～漂着物～

一枚貝・その他

二枚貝 ヒトデ類 カニ類

巻貝類 ウニ類

６本足のイトマキヒトデや、絶滅危惧種であるチョウセンハマグリ
（左上の画像中央）も確認された。
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